
岡山における多文化共生を考えるシンポジウム 
                     

【タイトル】 岡山における多文化共生を考えるシンポジウム 

「岡山に外国人材は必要か ― 多様性ある未来への対話 ―」 

 

【開催趣旨】 

日本社会は急速な人口減少と労働力不足に直面しており、外国人材の受け入れは地方

都市にとっても避けて通れない課題となっています。 

 一方で、雇用、治安、社会保障、文化摩擦などをめぐり、市民の間には賛否や不安が

存在し、冷静で公共的な対話の場は十分とは言えません。 

本シンポジウムは、「岡山に外国人材は必要か」という率直な問いを掲げ、賛否を含

む多様な意見を可視化し、市民一人ひとりが自らの判断軸を再構築するための対話の場

を創出することを目的とします。 

（特定の結論や政策を支持・否定することを目的とするものではありません。） 

 

【開催概要】 

開催日程：2026 年 8月 23日（日） 

開催時間：13:00～16:30（開場１２：３０） 

会場：岡山国際交流センター 国際会議場＋オンライン配信（全国視聴可） 

共催：吉備学会、公益財団法人橋本財団 

参加方法：参加無料（事前申込制） 

 

【プログラム構成】 

第 1部：基調対談（13:00～14:30） 

テーマ：地方都市と外国人材 ― 人口減少時代の選択 

講師 

片岡 聡一氏（総社市長）  

毛受敏浩氏（関西国際大学客員教授） 

 



（休憩 14:30～14:45） 

 

第 2部：パネルディスカッション（14:45～16:20） 

テーマ：岡山に外国人材は必要か ― 多様性ある未来への対話 

構成：首長、経済界、在留外国人当事者、有識者、高校生、多文化共生団体 

市民の中にある不安や疑問を、AI および匿名投稿をもとに整理し、論点として提示 

モデレーター：石原 達也氏 移民 WEB マガジン『brIDge』編集長 

パネリスト： ※立場の異なる複数の視点から議論を行います。 

①  首 長：岡山県総社市長 片岡 聡一氏  

②  有識者：関西国際大学客員教授、文科省中教審日本語教育部会委員 毛受 敏浩氏 

③ 経済界：岡山商工会議所 会頭 松田 久氏 

④ 在留外国人住民：（インドネシア） 介護福祉士  エカ グルニアサリ氏  

⑤ 有識者：公益財団法人橋本財団・ソシエタス総合研究所 研究員  

アンディ ホリック ラムダニ氏 

⑥ 次世代：岡山県内高校生・国際塾 塾生   （      ） 

⑦ 多文化共生団体：INE（居場所づくりネットワーク）会長、岡山外語学院理事長 

片山 浩子氏 

まとめ・閉会挨拶（16:20∼16:30） 

 

【本企画の特徴】 

・特定の結論を導くことを目的としておりません。 

・多世代・多様な立場の方々の参加を募ります。 

・会場とオンライン配信によるハイブリッド開催で全国展開します。 

・対立する意見を整理し、社会的論点として可視化する対話設計とします。 

 

【運営上の配慮】 

本シンポジウムは実行委員会体制のもと運営いたします。 

差別的・排外的表現を排除するとともに、市民の不安や懸念も含めた多様な意見を適切

に扱うため、モデレーションおよび進行設計を事前に整備します。 

また、オンライン配信においては文脈が損なわれない形での公開を行います。 


